
一、私たちは危険予知活動と指差し呼称を徹底します。

一、私たちは指示・作業手順を厳守します。

一、私たちは報告・連絡・相談を徹底します。

危険予知に上下無し

みんなで出し合う危険の芽

環境づくりで無災害

自己管理と作業の指導・監督

１. 自主的ＫＹＫの実施

２. 作業開始前の安全確認

３. 作業中の指導・監督の実施

2024年度安全標語第1位

4月度安全衛生月間目標

NSK安全宣言

イベント 4月 5月 6月

安全衛生委員会開催 4月24日 5月29日 安全大会開催

安全衛生教育 随時開催

安全大会
東京地区6/20
全国各地で開催

施工パートナー安全衛生協議会 4月8日

安全パトロール 随時開催
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NSK安全のための３つの取り組み
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ホームページ

安全の取り組み

03 対策 –ヒヤリハット分析-

02 活動 –安全協議会- 第一事業本部第二部

01 管理 –安全パトロール-

2月に実施した安全パトロールをご紹介します。
某アウトレット様向けWi-Fiアンテナ設置LAN工事のパトロールを実施しました。
テナントの店舗内にWi-Fiアンテナを設置するため、工事は閉店後の夜間となります。1店舗ごとに警備
員様に開錠と施錠をお願いするためにその間は店舗前の屋外で待機となります。この日は2月の最強
寒波の真っ只中、極寒の中での待機となりました。
各店舗のバックヤードからLANケーブルを配線し、POSレジ周辺の天井にWi-Fiアンテナを設置する作
業でしたが、店舗のバックヤードは通路が狭く更に商品が多数ストックされているため、商品を一時的
に移動をし、ギリギリのスペースの中に脚立を設置して作業を行いました。その際には、転倒防止のた
め補助員を付ける等安全を確保しながら作業をすすめていました。
元請のご担当者様を含め全員が声を掛け合い、詳細な位置や配線ルートを確認したりとコミュニケー
ションを取りながら確実に作業を実施していました。

四半期毎の1-2部合同安全協議会とは別に、1-2部東京の定例会議内で15分間の安全協議を開催し
ました。昨年の折板屋根転倒事故、ヒヤリハットで多い段差やOA開口部での躓き、導線上の出会いが
しら衝突など、目に見えない・認識し難い危険源への注意喚起と危険個所認識向上の施策として、表示
テープの活用について協議を実施しました。
社有車が無い本社では持ち運びやすいテープの有効性を確認しました。

各種状況に見合った表示テープの活用
✓ 目に見えない、意識しない危険を『見える化』
✓ 警告色、危険認知色の特性を知る
✓ 自作の印刷物も良いが、簡易に実践可能
✓ ＮＷ工事の現用、工事中などを内装でも活用
✓ 立入禁止、頭上注意、触らない、指差し確認他
様々な種類を現場に応じて活用する

✓ 粘着力、貼る場所の注意（塗膜剥離など）
✓ NSK安全第一肩章も表示物、管理者の矜持、
自身が安全管理の責任者として着用する事

STOP！転倒・衝突、出入りしない触らない、危険を見える化し認識向上～

部門購入の各種表示テープ

安全協議会風景

当社では災害予防措置の一環として、現場で発生したヒヤリハットを安全品質管理室にて取
り纏めて集計・分析を行い、全社員に共有しています。各部門は、共有された資料をもとに安
全協議会や現場でのTBM/KYで活用し、再発防止対策や予防措置に役立てています。
2024年度は全国から475件のヒヤリハット報告がありました。分析の結果、ヒヤリハットが最も
多い災害予測は“物損”（161件）でした。例年“怪我”を予測するヒヤリハットが多いのですが、
今回は搬入・搬出時の壁面損傷、脚立作業時の天井ボードや無線APの落下、点検口の落下
等のヒヤリハット報告が多く挙がっています。 分析情報は施工パートナーにも展開・共有し、

重大な事故・障害が発生しない様に啓蒙活
動を行っています。

物損を予測したヒヤリハット

脚立作業

開錠待機中

当社ではこれまで、毎朝のラジオ体操の実施、会社公認のサークル活動の奨励、歩数計アプ
リを活用したウォーキングの推奨、ランニングやウォーキングイベントの開催、階段利用の推奨
、健康セミナーの開催、健康に関する取り組みの一部を賞与に反映させるなど、社員の健康増
進に向けた取り組みを推進してまいりました。
これらの取り組みが実を結び、2023年にスポーツ庁より「スポーツエールカンパニー」に認定さ
れ、引き続き今年も「スポーツエールカンパニー2025」に認定されました。

本認定制度は「働き盛り世代」のスポーツ実施を促進し、スポーツに対する社会的機運の醸成
を図ることを目的として、Sport in Lifeコンソーシアムに加盟申請をしている企業を対象に、従
業員の健康増進のためにスポーツ活動の促進に積極的に取り組む企業に与えられる認定制
度です。

今後も健康経営を推進し、従業員の心と身体の健康増進に取り組んでまいります。

『スポーツエールカンパニー2025』 に認定！』


